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　また、同日に議員から提出された「保育士の離職時
等登録制度の法制化を求める意見書」1件を可決しまし
た。
　請願については、「35人学級の前進、保護者負担の
軽減、教育条件の改善を求める請願」など3件を不採択
としました。

岐阜県議会だより【No.13】平成30年2月発行
平成29年12月定例会号

　開会日（12月1日）に知事から提出された議案は、本
年7月にがけ崩れが発生した道路法面の再度の災害を
防止する工事の実施、第3セクター鉄道等における災害
復旧を支援する補助制度の創設、県有建築物の解体工
事等におけるアスベスト飛散防止対策、教員に係る部
活動手当等の支給上限額の引き上げに伴う給与費の
補正などを内容とする3億円余の増額を求める一般会
計補正予算案など、予算関係1件、条例関係8件、その他
の案件20件でした。そのうち、副知事の選任同意につ
いては、同日、原案どおり同意しました。
　12月6日から8日までは、県政全般にわたり一般質問
を行い、知事や関係部局長の答弁を求めました。
　閉会日(12月14日)には、開会日に提出された議案を
すべて原案どおり可決したほか、前回の定例会から継
続審査としていた平成28年度岐阜県一般会計及び特
別会計決算などの決算3件を認定し、閉会日に知事か
ら追加提出された人事案件2件について原案どおり同
意しました。

P2：本会議における一般質問の内容
P4：常任委員会における審査等の内容
P6：特別委員会における調査の内容
P7：その他の活動など

議会の紹介、本会議の映像・概要等を掲載

本紙の点字版・音声版も作成しています。
県内の公立図書館等で閲覧することができます。

発行：岐阜県議会
編集：岐阜県議会広報委員会

岐阜県議会 検索

主な会期日程（14日間）

12月 1日 開会、提出議案に関する説明会、
今定例会の請願・陳情書提出期限

6日 一般質問・質疑

7日 一般質問・質疑

8日 一般質問・質疑

11日 常任委員会

13日
特別委員会（県有施設再整備対策、次代
を担う産業育成対策、これからの健康・
医療・福祉対策）

14日 閉会
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本会議における一般質問の内容

平成30年度当初予算編成における重点事項と
今後の「清流の国ぎふ」づくりについて

アジアジュニア陸上競技選手権大会の開催に向けた取組みについて

質問

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

答弁

　この大会は、世界レベルの大会を目指すジュ
ニアの選手が参加する、いわば、オリンピック
への登竜門と位置づけられる大会です。
　この価値ある大会には、選手たちと同世代
の中・高校生・大学生をはじめ県民の皆さんに
総参加で関わっていただき、「スポーツ立県ぎ

　重点事項は以下のとおりです。
 ●「人づくりと生産性向上」
 ●「東京オリンピック・パラリンピック開催をに

らんだ魅力づくりと海外戦略」
 ●「安全・安心・健康」
　これらの３つの視点を重視した予算編成に
取り組み「清流の国」づくりを一段と深化させ
てまいります。

　岐阜県には、清流がもたらす豊かな自然、文
化、歴史、伝統、技術があります。これらを磨
き上げてブランドとして発信し、岐阜県の力を
総合的に高めていきたいと考えています。その
ために、県議会や県民の皆さまのご意見を真
摯に受け止め、職員一人ひとりが意欲を高く保
ちつつ、県庁全体で理念や戦略を共有して業
務を進められるよう、職責を果たしたいと考え
ております。

　県としては、「清流の国ぎふ」創生総合戦略
の中で、人口減少社会においても持続的に成
長できる地域づくりに向けた取組みを進めて
います。たとえば、世界農業遺産に認定された
「清流長良川の鮎」は、人の生活、水環境、漁
業資源が相互に連環した里川のシステムによ
り育まれているなど、SDGsの理念や目標と
方向性を同じくする取組みを行ってきており、
今後も積極的に取り組んでまいります。

SDGs（Sustainable Development Goals）とは
 「持続可能な開発目標」と訳され、国連で採択された
2016年から2030年までの15年間における国際目標
です。
　経済、社会及び環境の3つの側面が調和した持続
的な発展を実現し、誰もが人間らしく安全に暮らせる
社会と豊かな自然環境とを両立するため、貧困撲滅、
ジェンダー平等の実現、海洋資源の保全など17の目標
達成に向けて全世界が取り組むというものです。

　平成30年6月に「アジアジュニア陸上競技
選手権大会」が岐阜県内で開催されます。日
本での初開催となりますが、開催に向けて、
県はどのように取り組んでいくのですか。

　平成30年度当初予算編成の重点事項をお
聞かせください。

　12月3日に就任された河合副知事の「清流
の国ぎふ」づくりに向けた意気込みについて
お聞かせください。

　国連で定められた国際目標SDGｓ（持続
可能な開発目標）の理念を取り入れた「清
流の国ぎふ」づくりについてお聞かせくださ
い。

ふ」を進める大会、「清流の国ぎふ」を広く発
信する大会、アジア各国との国際交流を深め
る大会として盛り上げたいと考えています。
　たとえば、小・中・高校には、出場各国の応
援校として応援横断幕の制作や競技場での応
援、高校の陸上部員には競技の補助員として
大会運営に関わっていただくこと、国際交流
に関心の高い生徒にはおもてなしや案内業務
を担っていただくことなどを考えています。

このほか、県有施設に係る長寿命化計画の策定と今後の方針、
ＳＮＳを活用したいじめ対策、障がい者支援、
生活困窮者に対する支援（住宅セーフティネット、居住支援など）、
乗鞍岳の自然保護と活性化、農業生産基盤の整備、
中小企業の技術力強化・事業拡大支援　など

◆一般質問では、15名の議員が延べ112項目について質問しました。
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質問 質問

質問

答弁
答弁

答弁

　リニューアルオープンにあたっては、海外の
関係機関との連携を図っているところです。
　ESA（イーサ、欧州宇宙機関）からは、日本
のJAXA（ジャクサ、宇宙航空研究開発機構）
との水星探査共同プロジェクトを博物館で紹
介してはどうかなどの提案をいただき、NASA
（ナサ、米国航空宇宙局）からは、資料や映像
の提供を受けることになっています。その他に
もル・ブルジェ航空宇宙博物館（フランス）や
スミソニアン航空宇宙博物館（アメリカ）など
とも連携を深めながら、３月のオープンに向け
て準備を進めています。

　子どもたちに航空宇宙に興味を持ってもら
うために、市町村の教育長会議で、空宙博の
遠足や社会見学、修学旅行などでの積極的な
活用を要請しています。
　また、県教育委員会と連携して、学習指導要
領にそった教材や教育プログラムの開発を進
めています。
　航空宇宙に関する科学技術などを学ぶ場と
して、県内外の小・中学生に利用してもらうた
め、県外を含めて広くＰＲしてまいります。

　新たな国民健康保険制度は、これまで市町
村ごとに行っていた財政運営を、県単位とする
ことにより、財政運営の安定化を図るもので
す。
　保険料のあり方については、被保険者や医
療関係者、有識者で構成される運営協議会で
検討いただきましたが、運営協議会からは、
「保険料水準は、将来的に県内で統一を図る
ことが望ましいものの、市町村間に医療費水
準の格差が生じている現状を鑑み、当面はこ

　岐阜かかみがはら航空宇宙博物館と海外
の航空宇宙関連の博物館などとは、どのよう
に連携していくのですか。

　子どもたちに航空宇宙分野に興味を持って
もらうための取組みはありますか。

　平成30年4月から国民健康保険制度が変
わりますが、県は新たな制度にどのように対
応するのですか。

新たな国民健康保険制度について

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館（愛称：「空宙博（そらはく）」）の
リニューアルオープンについて

の差を保険料に反映させ、保険料の急激な変
動を抑制することが適当。」との答申をいた
だいたところです。
　一方で、本県の医療費は増加傾向にあるこ
とから、国民皆保険を維持するため、医療費
の適正化が必要となってきます。県では平成
30年度に向けて第３期岐阜県医療費適正化計
画を策定中ですが、この中で、特定健診受診
率の向上、生活習慣病の重症化予防対策、医
薬品適正使用の推進を重点目標に位置づけ、
糖尿病重症化を防止する保健指導プログラム
の実施や、かかりつけ薬局の普及などに取り
組んでまいりたいと考えています。

本会議の様子は、議会事務局ホームページでもご覧いただけます。

岐阜県議会　会議中継（録画） 検索

平成30年3月にリニューアルオープンする 
「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」のイメージ 
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〈主な審査事項〉

常任委員会における審査等の内容

◆平成29年度一般会計補正予算
  【歳出補正額：6,345万9千円の減額（当委員会関係分）】
 　  ●県図書館での屋上防水改修工事の一部を翌年度に実施することに伴う減額
  【繰越明許費補正（当委員会関係分）】
 　  ●県立わかあゆ学園における施設修繕工事の追加
  【債務負担行為補正（当委員会関係分）】
 　  ●乗鞍鶴ヶ池駐車場に係る指定管理者の指定など３件の追加

◆平成29年度一般会計補正予算
  【歳入補正額：3億3,518万9千円の増額】
 　  ●木材処理加工施設への補助や災害防止対策事業等の財源としての国庫支出金の増額
 　  ●県図書館で必要となるアスベスト除去工事の増加等による県債の増額
 　  ●国費の内示等の状況を踏まえ、必要となる一般財源が減少したことに伴う繰入金の減額
◆条例
 　  ●岐阜県長期継続契約を締結することができる契約を定める条例について

◆平成29年度一般会計補正予算
  【債務負担行為補正（当委員会関係分）】
 　  ●岐阜メモリアルセンター等に係る指定管理者の指定など5件の追加

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

　長期継続契約を締結すること
ができる契約の「長期」の考え方
についてお聞かせください。

　岐阜メモリアルセンター等指定
管理者との東京オリンピック・パ
ラリンピックへ向けたスポーツ振
興への取組みについてお聞かせ
ください。

　中部山岳国立公園の活性化に
向け、乗鞍鶴ヶ池駐車場の整備を
含めた検討状況についてお聞か
せください。

 「長期」とは、指定管理者の指定期間に準じて
５年を一つのスパンとして考え、概ね５年、もし
くは、耐用年数があるものについては、その耐用
年数としています。

　競技者の競技力の向上に取り組むとともに、
2018年6月のアジアジュニア陸上競技選手権大
会の開催や2019年の日本スポーツマスターズの
誘致を契機と捉え、東京オリンピック・パラリン
ピックに向け、県民のスポーツに対する機運を高
めていきます。

　平成29年７月に策定した「岐阜県中部山岳国
立公園活性化基本構想」を具体化するための計
画を現在検討しているところです。乗鞍鶴ヶ池駐
車場の整備についても、この計画を作成する中
で検討しており、同公園のさらなる魅力向上を
図ってまいります。
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常任委員会の質疑内容は、議会事務局ホームページでもご覧いただけます。

岐阜県議会　会議録検索 検索

◆平成29年度一般会計補正予算
  【歳出補正額：2,000万円の増額（当委員会関係分）】
 　  ●教員に対する土日の部活動手当等の引き上げに伴う増額
  【繰越明許費補正（当委員会関係分）】
 　  ●県立学校4校の外壁改修工事等の追加
  【債務負担行為補正（当委員会関係分）】
 　  ●特別支援学校12校のスクールバスの運行委託に関する追加
 　  ●県立学校等緊急連絡メール配信システムソフトウェアの借上げ契約に関する追加

◆平成29年度一般会計補正予算
  【歳出補正額：3億17万5千円の増額（当委員会関係分）】
 　  ●道路災害防止のための法面対策工事（高山市奥飛騨温泉郷神坂地内）に伴う増額
 　  ●第3セクター鉄道等における災害復旧を支援する補助制度の創設に伴う増額等
  【繰越明許費補正（当委員会関係分）】
 　  ●広域河川改修費等7事業の追加、7事業の変更
  【債務負担行為補正（当委員会関係分）】
 　  ●平成記念公園に係る指定管理者の指定等2事業の追加

◆平成29年度一般会計補正予算
  【歳出補正額：7,847万3千円の増額（当委員会関係分）】
 　  ●木材不燃処理施設の整備に伴う増額
  【債務負担行為補正（当委員会関係分）】
 　  ●ぎふの木フェスタ設営等業務委託の追加

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

　債務負担行為を追加計上する
平成30年度（2018年度）の「ぎ
ふの木フェスタ」はどのように開
催するのかお聞かせください。

　第3セクター鉄道の災害復旧の
ための補助事業の対象となる小
規模な災害とはどのような規模
のものですか。

　正規教員だけが部活動手当の
支給額引き上げの対象となるの
ですか。

　平成30年度は、6月のアジアジュニア陸上競技
選手権大会に合わせて開催することとしました。
県民のほか、アジア各地から来られる選手や関
係者にも参加していただき、木に親しみ、岐阜県
産材の良さを知っていただくイベントにします。

　国による既存の災害復旧補助制度では、事業
に要する費用の額が前年度の運輸収入の１割以
上の規模が対象であるため、それ未満の額の場
合にも支援できるよう県独自の補助制度を創設
しました。

　正規教員だけではなく、臨時的任用講師の方
も対象となります。

平成29年9月30日、10月1日に開催された
「ぎふの木フェスタ2017」の様子
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特別委員会における調査の内容

◆個別の県有施設毎の長寿命化計画の策定について説明を受け、質疑を行いました。
 　●「岐阜県県有建物長寿命化計画（仮称）（案）」（H29～H36）の具体的な取組み方針の主な概要

 ● 建物使用年数の目標は、原則65年とする
 ● 対策の優先度は、建物部位の劣化状況を踏まえて検討
　公共用施設→公用施設の順で対策を検討
 ● 長寿命化に向けた維持保全、再整備、施設保有の最適化（統合、転用、縮小、廃止等）

◆「県内産業及び産業人材確保」について、参考人からそれぞれの取組み状況等の説明を受け、
　質疑を行いました。
　●「産学金官連携人材育成・定着プロジェクトについて」
　  「老舗企業としての事業展開、今後の展望について」

　　 参考人：産学金官連携人材育成・定着プロジェクト推進協議会副会長
　　　　　　株式会社秋田屋本店代表取締役社長
　　　　　　岐阜県経済同友会筆頭代表幹事
　　　　　　　中村 正 氏　
　●「働き方改革・人材育成の取組みについて」

　　 参考人：岐阜労働局長　 稲原 俊浩 氏

◆「健康を支える生活習慣づくり」について、
　参考人から説明を受け、質疑を行いました。

　●「データに基づく健康づくり
　　  ～健康な生活習慣を支える環境づくり～」

　　 参考人：千葉大学  予防医学センター
　　　　　　教授  近藤 克則 氏

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

　建物使用年数の目標を65年に設定
したことについて、その理由を教えて
ください。

　近年、新卒者の採用が難しいと聞
いていますが、どのように取り組んで
いますか。

　社会参加をすると認知症予防にな
るとのことですが、社会参加ができな
い人の対策はどのようにすればよい
とお考えですか。

　日本建築学会が鉄筋コンクリート造の耐用
年数を65年と定めていることに加え、国土交
通省の官庁営繕においても65年程度の使用
を目指すとしていることから、65年を目標と
して設定しました。

　県内の学校を卒業後、愛知県や首都圏で就
職される方が多く、人材確保は厳しい状況で
す。県内には中小企業が多く、それぞれの企
業に魅力があります。給与だけでなく、ライフ
プランの中で、岐阜県に住むことのメリットを
具体的に訴えていきたいと考えています。

　介護認定を受けた方や元気な方など、それ
ぞれの健康状態によって対策を変えることが
必要です。ひきこもりがちな方へは、元気な
方が「見守り隊」を結成し、それぞれの家を訪
問するといった取組みなどがあります。

特別委員会の質疑内容は、議会事務局ホームページでもご覧いただけます。

岐阜県議会　会議録検索 検索

特別委員会の様子

特別委員会の様子
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その他の活動など

　県議会の活性化に向け、平成29年6月に議長から諮問を受けて調査・検討している項目のうち、議会活動
の透明性向上に関して、結論に達した次の項目について、
12月14日、議長に対して中間答申を行いました。
　今後は、答申内容の実現に向け、検討を進めていきま
す。
● 議案及び説明資料、議案説明会議事概要のインター

ネット公開
●タブレット、スマートフォンで視聴可能な本会議中継の

実施
●本会議中継での手話通訳の導入
●政務活動費の使途のインターネット公開

　前回の定例会（９月議会）において継続審査としていた決算の認定について、本委員会のほか、二つの小
委員会を設け、10月16日から各部局の予算の執行結果や事業の成果・実績などについて審査を行いまし
た。審査の結果、いずれも認定すべきものと決定し、閉会日（12月14日）にその旨を報告し、本会議におい
ても認定されました。

〈平成28年度岐阜県一般会計及び特別会計の決算〉　　　　　　　　　　  単位：百万円（　）内は対前年度比

〈平成28年度岐阜県水道事業会計及び工業用水道事業会計の決算〉　      　　　　　　　　 単位：百万円

※「実質収支」とは、歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額をいいます。

※ 水道事業会計及び工業用水道事業会計の決算額は税抜き額です。

　全国都道府県議会議長会では、議員として10年以上在職し県政
の発展に尽力された方を自治功労者（永年勤続功労者）として表
彰しています。
　この度、岐阜県議会から13名の議員が表彰されましたので、今
定例会の開会日に伝達式を行い、岩井豊太郎議員が代表で表彰状
を受領しました。

●30年以上
●15年以上
●10年以上

岐阜県議会活性化改革検討委員会中間答申について

決算特別委員会の審査について

全国都道府県議会議長会 自治功労者表彰伝達式について

議長へ中間答申を行う足立委員長（左から2番目）、
脇坂副委員長（左端）（議長室）

議長から表彰状を受領する岩井議員（右側）（議場）

一般会計 特別会計（全部10会計）
収 入 済 額 ８１１，８１３（－1.5%） １１５，８３０（＋0.9%）
支 出 済 額 ７９８，６３４（－1.7%） １１２，９６６（＋0.5%）
歳 入 歳 出 差 引 額  １３，１７９ 　　　　　  ２，８６５ 　　　　　 
実 質 収 支  ６，２４１ 　　　　　  ２，５６３ 　　　　　 

水道事業会計 工業用水道事業会計
事 業 収 益 ５，２５６　　　　　 ９５　　　　　 
事 業 費 用 ３，９９５　　　　　 ６６　　　　　 
純 利 益 １，２６１　　　　　 ２９　　　　　 

岩井豊太郎 議員
渡辺　嘉山 議員
野島　征夫 議員　   脇坂　洋二 議員 　  水野　正敏 議員 　  小原　　尚 議員
篠田　　徹 議員　   松岡　正人 議員 　  山本　勝敏 議員 　  田中　勝士 議員
太田　維久 議員　   野村　美穂 議員 　  高木　貴行 議員
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会派別
議員数

（H29.12.14現在）

県 政 自 民 ク ラ ブ 33人
県 民 ク ラ ブ 6人
岐阜県議会公明党 2人
日 本 共 産 党 1人
無 所 属 4人

合　計 46人
（定 数） （46人）

お問い合わせ窓口
（ご意見・ご感想もこちらへ）

岐阜県議会事務局　総務課
〒500-8570　岐阜市薮田南2-1-1
TEL 058-272-8717　
FAX 058-278-2802
E-mail  c12159@pref.gifu.lg.jp

次回定例会は、2月下旬に開会の予定
です。日程が決まり次第、ホームページ
でお知らせします。

今回の定例会において提出された議案等の議決状況

議案等の議決状況は、議会事務局ホームページ
でもご覧いただけます。

岐阜県　議案等の議決内容 検索

◆意見書　※可決した意見書は国や関係機関等へ提出し、その実現を求めました。

◆条例

◆決算の認定（継続審査中の案件）

◆人事

◆その他

◆予算

●保育士の離職時等登録制度の法制化を求める意見書について

●岐阜県長期継続契約を締結することができる契約を定める条例について
●岐阜県職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について
●岐阜県職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
●岐阜県消防団協力事業所の支援のための事業税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例について
●岐阜県国民健康保険法施行条例について
●岐阜県県営住宅条例の一部を改正する条例について
●岐阜県都市公園条例の一部を改正する条例について
●岐阜県公の施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

●平成28年度岐阜県一般会計及び特別会計決算の認定について
●平成28年度岐阜県水道事業会計決算の認定について
●平成28年度岐阜県工業用水道事業会計決算の認定について

●副知事の選任同意について
●人事委員会委員の選任同意について
●公安委員会委員の任命同意について

●県庁立体駐車場整備工事の請負契約について
●岐阜県防災情報通信システム整備工事の請負契約の変更について
●工業技術研究所技術開発棟建築工事の請負契約について
●徳山ダム上流域の山林の取得について
●和解をし、及び損害賠償の額を定めることについて
●指定管理者の指定について（岐阜メモリアルセンター等　ほか8件）
●当せん金付証票の発売について　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　（ほか４件）

●平成29年度岐阜県一般会計補正予算
 【補正額】（増額）3億3,518万９千円　【補正後額】8,304億672万6千円

●35人学級の前進、保護者負担の軽減、教育条件の改善を求める請願
●隣接県として住民の命と暮らしを守るため、大飯原発再稼働の中止を求める意見書採択についての請願
●「9条改憲」反対の意見書採択についての請願

議員
提出案件

知事
提出案件

請　願

可 決 1件

可 決 8件

同 意 3件

認定 3件

可 決 19件

可 決 1件

不採択 3件


